
年初来高値更新、米国とイランの軍事衝突を警戒
NY原油先物相場は、1バレル＝67.03ドルまで値上がりし、年初来高値を更新する展開になった。週前

半は新規売買材料が乏しく、持高調整の売りが優勢になった。2月17日には米国とイランの間で核問題

を巡る2回目の協議が行われたが、特に緊張感を高めるような動きはみられず、61.87ドルまで下値を

切り下げた。しかし、2月18日以降は複数のメディアが米国とイスラエルが協力してイランに対する攻

撃に踏み切る可能性を報じたことで、原油相場は上昇に転じた。

トランプ米大統領は2月19日、イランとの協議について最長で10～15日と期限を切った。このため、最

短で3月上旬にも軍事衝突が発生する展開を織り込む動きが優勢になった。トランプ大統領は合意の可

能性にも言及しているが、米政府内では核問題で大幅な進展を得るのは難しいとの慎重な見方が勢いを

増しており、2025年6月に続く軍事衝突が基本シナリオとして織り込まれたことが、原油高に直結した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（2月13日時点）は、原油が前週901万バレル減、ガソ

リンが321万バレル減、石油精製品が457万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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イラン情勢に強く左右される展開、軍事紛争のリスク織り込むか

2

【展望】

イラン情勢が中心テーマとなる地合が続く。トランプ米大統

領が交渉期限を区切ったことで、マーケットは米国とイスラ

エルがイランに対する攻撃に踏み切る展開を基本シナリオと

している。このまま緊張感を高めていく動きがみられると、

70ドルに迫る展開になろう。月内に軍事衝突が発生する可能

性は低いが、売りポジションの保有は警戒される地合が続き

やすい。米国とイランの動向に加えて、メディア報道などに

注目したい。

一方、2月26日には米国とイランの間で3回目の協議が予定さ

れている。米国側は、核問題解決に向けてイラン側からの

「提案」を期待しているが、実際に「提案」が行われるのか、

行われるとすればどのような内容になるのかは、不透明感が

強い。今回の協議の結果次第では、トランプ大統領がイラン

に対する軍事行動を決断する可能性がある。トランプ政権は、

イランの核兵器開発の完全放棄を交渉ラインとして設定して

いるが、イランがそれに応じるのかは不透明感が強い。仮に

合意への期待感が高まれば60ドル水準まで急反落するリスク

がある一方、2025年6月以来となる軍事衝突に発展するとの

見方が強まれば70ドル水準まで一段高になる見通し。イラン

情勢次第で大きく揺れ動く展開になろう。

2025年6月は、当初はイスラエル、その後に米国がイラン核

施設に対する攻撃に踏み切った。原油相場は60ドル台前半か

ら急伸し、6月13日に77.62ドル、23日に78.40ドルまで上

昇した後、月末には65ドル水準まで反落した。限定的な軍事

衝突の場合は短期間で材料出尽くしとなる可能性が高い。一

方、大規模かつ長期の軍事紛争に発展し、イランがホルムズ

海峡の封鎖といった強硬策を打ち出すと、原油相場の変動も

激しくなる可能性がある。
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